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高
速
道
路
無
料
化
の
試
算
の
必
要
性
に
関
す
る
国
交
省
の
認
識
及
び
試
算
隠
し
の
実
態
に
関
す
る
再
質
問
主
意

書

今
国
会
に
お
け
る
私
の
質
問
第
一
六
七
号
及
び
第
一
八
三
号
に
対
す
る
答
弁
書
に
関
連
し
て
、
以
下
質
問
す
る
。

な
お
、
本
質
問
主
意
書
に
お
い
て
、
東
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
、
首
都
高
速
道
路
株
式
会
社
、
中
日
本
高
速
道
路
株
式
会

社
、
西
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
、
阪
神
高
速
道
路
株
式
会
社
及
び
本
州
四
国
連
絡
高
速
道
路
株
式
会
社
を
以
下
「
会
社
」
と

総
称
し
、
道
路
整
備
特
別
措
置
法
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
料
金
を
「
料
金
」
と
、
財
団
法
人
計
量
計
画
研
究
所
を
「
計
量

研
」
と
、
国
土
交
通
省
国
土
技
術
政
策
総
合
研
究
所
を
「
国
総
研
」
と
い
う
。

一

平
成
二
十
年
四
月
九
日
に
国
総
研
が
計
量
研
か
ら
成
果
物
の
提
出
を
受
け
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
右
成
果
物
に
は
記
載

さ
れ
な
か
っ
た
計
量
研
に
よ
る
無
料
化
試
算
に
つ
い
て
は
、
国
総
研
が
計
量
研
に
発
注
し
た
平
成
十
九
年
十
月
か
ら
平
成
二

十
年
四
月
九
日
ま
で
は
も
と
よ
り
、
平
成
二
十
一
年
二
月
二
十
日
に
至
る
ま
で
、
試
算
を
行
っ
た
こ
と
自
体
、
国
土
交
通
本

省
（
以
下
、
本
省
）
及
び
国
総
研
は
ま
っ
た
く
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
事
実
で
あ
る
か
。

二

右
成
果
物
に
は
、
「
三
割
引
き
下
げ
で
五
千
二
百
億
円
、
五
割
引
き
下
げ
で
一
兆
二
百
億
円
の
効
果
が
生
じ
る
」
旨
の
記

載
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
検
討
過
程
で
行
っ
た
無
料
化
の
試
算
を
計
量
研
自
ら
成
果
物
に
記
載
し
な
か
っ
た

一



理
由
に
つ
い
て
、
昨
月
二
十
五
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
以
後
の
「
精
査
」
（
同
日
の
金
子
大
臣
の
答
弁
）
に
よ
っ
て
判
明

し
た
か
。
判
明
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
ご
説
明
願
い
た
い
。

三

国
総
研
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、
そ
の
役
割
と
し
て
以
下
を
掲
げ
て
い
る
。

(http://w
w

w.nilim
.go.jp/public/index.htm

l

参
照
）

�
政
策
の
企
画
・
立
案
に
資
す
る
研
究

�
事
業
の
執
行
・
管
理
に
必
要
と
な
る
「
技
術
支
援
」

�
法
令
等
に
基
づ
く
「
技
術
基
準
策
定
」
に
関
す
る
研
究

そ
し
て
、
本
省
と
国
総
研
は
相
互
に
連
携
し
、
国
総
研
は
本
省
を
支
援
す
る
も
の
と
記
載
し
て
い
る
。

右
質
問
第
一
八
三
号
に
対
し
、
「
調
査
検
討
業
務
に
つ
い
て
は
、
報
告
書
と
し
て
国
総
研
か
ら
国
土
交
通
省
の
関
係
部
局

に
提
出
す
る
こ
と
と
は
な
っ
て
い
な
い
」
と
の
答
弁
書
を
受
領
し
た
が
、
右
の
「
相
互
に
連
携
」
「
本
省
を
支
援
」
と
の
文

言
、
ま
た
、
「
国
土
技
術
政
策
総
合
研
究
所
（
国
総
研
）
は
、
住
宅
・
社
会
資
本
分
野
で
唯
一
の
国
の
研
究
機
関
と
し
て
、

平
成
十
三
年
四
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
国
総
研
は
、
国
土
交
通
省
の
行
政
部
門
と
一
体
と
な
っ
た
技
術
政
策
研
究
を
実
施

し
ま
す
。
」
「
国
総
研
で
得
ら
れ
た
研
究
成
果
は
、
河
川
、
道
路
、
下
水
道
、
建
築
、
住
宅
、
都
市
、
港
湾
、
空
港
等
の
政

二



策
や
事
業
の
実
施
を
通
し
、
良
質
な
社
会
資
本
の
効
率
的
な
整
備
と
い
う
形
で
広
く
社
会
や
国
民
の
皆
様
に
還
元
さ
れ
ま

す
。
」
と
の
右
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
記
載
等
も
鑑
み
た
上
で
、
国
土
交
通
省
の
予
算
と
し
て
会
計
検
査
院
の
検
査
を
受
け
う

る
国
費
を
用
い
た
調
査
検
討
業
務
の
報
告
が
任
意
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
十
分
と
い
え
る
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

な
お
、
国
土
交
通
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
五
号
）
は
、
第
百
九
十
三
条
第
一
項
第
一
号
に
お
い
て

「
国
土
の
利
用
、
開
発
及
び
保
全
の
た
め
の
社
会
資
本
の
整
備
に
関
連
す
る
技
術
で
あ
っ
て
国
土
交
通
省
の
所
掌
事
務
に
係

る
政
策
の
企
画
及
び
立
案
に
関
す
る
も
の
の
総
合
的
な
調
査
、
試
験
、
研
究
及
び
開
発
を
行
う
こ
と
。
」

同
第
二
号
に
お
い
て
「
前
号
の
技
術
に
関
す
る
指
導
及
び
成
果
の
普
及
並
び
に
情
報
の
収
集
、
整
理
及
び
提
供
を
行
う
こ

と
。
」
と
規
定
し
て
い
る
。

四

国
の
行
政
機
関
に
、
法
律
の
定
め
る
所
掌
事
務
の
範
囲
内
で
、
法
律
又
は
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
置
く
こ
と
が
で

き
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
「
試
験
研
究
機
関
」
（
国
家
行
政
組
織
法
第
八
条
の
二
）
で
あ
り
、
本
省
を
支
援
す
る
と
自
ら
の

役
割
を
認
識
し
て
い
る
（
右
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
）
国
総
研
の
研
究
活
動
の
一
環
と
し
て
の
調
査
検
討
業
務
の
結
果
に
基
づ
い

て
、
本
省
や
政
府
が
、
会
社
に
お
け
る
具
体
的
検
討
（
第
一
七
〇
回
国
会
、
平
成
二
十
年
十
月
八
日
提
出
・
質
問
第
八
九
号

に
対
す
る
答
弁
書
等
）
を
経
ず
に
料
金
設
定
に
つ
い
て
指
示
す
る
と
い
う
事
例
が
存
在
し
た
場
合
、
旧
道
路
公
団
の
民
営
化

三



に
関
連
す
る
法
律
を
は
じ
め
と
す
る
現
行
法
の
趣
旨
に
反
す
る
こ
と
と
な
る
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

四


